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「第四章：サーフボード産業」
サーフィン産業の中心であるサーフボード産業
の重要性や価値、サーフボードビルダーが抱える
経済的問題やそれを援助する企業の存在を紹介
し、今後の日本のサーフボード産業の課題を明確
にし、サスティナブルなサーフィン産業を目指し
サーフボードビルダーの育成に力を入れることを
提案した。
「第五章：サーフィンビジネスと産業」
サーフィンをビジネスの対象として考える海外
と日本を比較、日本は趣味をビジネスの対象と考
えていないことが問題点だとして指摘した。特に
ITにおける日本の遅れは、多くの分野において致
命的であることを指摘、具体的な改善策として、
ドローン等のITを利用した新たなビジネスへの
適応を提案した。
「第六章：世界のプロスポーツ産業との比較」
サーフィンとメジャーなスポーツの大会を比
べ、サーフィンがチケット収入や動員において不
利なスポーツであることを指摘するとともに、動
員の確保や収益を上げることを目的とした、イベ
ント一体型の大会を増やすことを提案した。また、
競技人口の高齢化にある対策の一環とし、日本の
甲子園や、アメリカのカレッジフットボール等の
システムを模範とした、若い世代のサーファーの
大会開催や育成に力を入れることを提案した。
「第七章：サーフィン産業とクオリティオブライ
フ」
サーフィンが産業やビジネスとして発展するた
めの課題や問題点について議論し、サーフィンが
もたらす経済効果や海外における研究データの提
示を行った。
「第八章：サーフィンの経済的効果」
サーフィンがもたらす経済効果に関する研究を
基に、国内外のいくつかのサーフタウンをケース
スタディとして提示した。また、波のクオリティ
の低下が町の利益が半減したというスペインの
ケースを例とし、サーフィンの影響力を明確にし
た。
「第九章：結論 本論文の価値と日本のサーフィ
ン産業の未来」
サーフィンが持つ経済効果の活用や、サーフィ
ン産業と地域活性の関係性について議論し、サー
フィンを町の魅力の一つとした町づくりの重要性
を提案した。日本のサーフィン産業は、オース
トラリアやハワイのようにサスティナブルでメ
ジャーな産業を目指すべきであると提案し、結論
とした。
